
安
積
瑞
泉　

上
下
に
分
け
て
見
ご
た
え
の
あ
る
作
。

中
村
清
寿　

さ
り
げ
な
く
見
せ
な
が
ら
文
字
の
大
小
を
つ
け
主
張
の
あ
る
作
。

服
部
籬
東　

安
定
し
た
構
図
で
落
ち
着

い
た
作
。

田
中
鉄
郎　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
た

堂
々
た
る
作
。
将
来
が
楽
し
み

佐
藤
真
理　

基
線
を
残
し
た
淡
墨
作
品
で
情
趣
が
あ
る
。

遠
藤
祥
恵　

軽
妙
な
表
現
力
が
魅
力
的
。
下
段
の
空
白
が
惜
し
い
。

上
田
紫
峰　

詩
文
の
情
趣
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
ケ
ー
ル
感
で
表
現
し
て
い
る
。

髙
田
碧
波　
不
思
議
な
空
間
が
楽
し
い
。
落
款
の
位
置
の
研
究
を
。

大
橋
鈴
峰　
淡
々
と
文
字
を
重
ね
な
が
ら
、余
白
ま
で
作
品
と
し
て
考
え
た
作
。

設
楽
圭
子　
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
魅
力
。
落
款
の
位
置
は一考
。

松
本
栖
麗　
「
ネ
オ
ン
」
を
主
人
公
に
し
た
着
眼
点
が
す
ば
ら
し
い
。

長
谷
川
涼
齋　

静
か
な
中

に
動
き
の
あ
る
作
。

吉
田
純
真　

合
筆
の
楽
し

さ
と
妙
が
伝
わ
る
作
。

八
幡
翠
柳　

圧
巻
の「
闇
」

で
す
。
滲
み
が
美
し
い
。

長
野
倩
蘭　

左
右
に
余
白

を
と
り
、
練
れ
た
線
で
仕

上
げ
た
。「
し
」
一
考
。

田
村
玲
邨　

黒
く
強
い
線

で
ぐ
い
ぐ
い
迫
る
気
迫
を

感
じ
る
。

井
上
桃
華
　
直
線
の
リ
ズ

ム
で
明
る
く
の
び
の
び
し

た
作
。


